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現在、医薬品の毒性・効果判定試験では細胞
と実験動物が用いられている。しかし、動物と人
間は種類が異なるため、人間への影響を動物実
験で正確に評価することはできない。また、私達
の生体組織は、様々な種類の細胞による立体

（３次元）構造であるため、細胞だけで組織の医
薬品効果を評価することも困難である。

1細胞レベルでの3次元組織化法の確立
これまで細胞プリントに関する研究は報告例があ
るが、高い細胞生存率を維持し、1細胞レベル
で動物細胞を緻密にパターニングすることは極め
て困難であった。また、細胞の3次元配置を制御
して3次元組織体を自動で構築する手法はこれま
で報告例がなく、世界で初めての革新的研究成
果である。

様々なヒト組織モデルへの応用展開
本研究を応用し、血管、皮膚、骨格筋、腫瘍、肝、毛髪、胎盤、iPS由来心筋など様々な組織モデ
ルの構築と薬剤応答性を検討中である。臓器モデル創製のための普遍的な技術となることが示された。

毛細血管・リンパ管網の構
築を達成
毛細血管・リンパ管網の構築は
組織工学の大きな課題であった。
本研究の細胞の精密配置制御
により、外部から血液などを流すこ
とができる毛細血管・リンパ管網
の構築に成功した。

本研究では、様々なヒト細胞を組み合わせて「生
体組織に限りなく近い３次元構造のヒト組織モ
デル」を構築する新しい技術を開発する。研究
者がこれまでに開発した「細胞積層技術」と「細
胞プリント技術」を組み合わせることで、細胞１
個レベルで精密に制御されたヒト組織・臓器モデ
ルを世界で初めて作り出せると期待される。
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iPS細胞から分化誘導した様々な細胞を用
い、本手法で開発された自動化装置により
様々なヒト組織モデルチップを作製する。それ
を創薬や化粧品・化成品の薬効・毒性試験

に用いることがみこまれる。さらに、日本発の
動 物 代 替 品としてOECDや ISO、NIH、
PMDAの標準検査プロトコールに採用され、
世界標準となることが期待される。
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ヒト皮膚繊維芽
細胞をプリントし
て作製した「生
きた名刺」。

構築した毛細血管・リンパ管網の
蛍光免疫染色写真。

毛細血管網へ蛍光標識赤血球を流した直後
の共焦点レーザー顕微鏡3次元イメージ。


